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に
は
融
資
す
る
こ
と
な
く
だ
ま
し
取

る
手
口
で
す
。

●
留
守
番
電
話
に
す
る

　
犯
人
の
嘘
の
話
を
聞
か
な
く
て
す

む
の
で
安
心
で
す
。

●
子
や
孫
な
ど
の
家
族
と
「
合
言

葉
」
を
決
め
て
お
く

　
家
族
だ
け
が
知
っ
て
い
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
か
ら
合
言
葉
を
選
ん
で

お
く
と
安
心
で
す
。

●
本
人
か
ど
う
か
確
認
す
る

　
息
子
な
ど
の
家
族
か
ら
「
電
話
番

号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
話
が
あ
れ

ば
、
変
更
し
た
電
話
番
号
で
は
な
く
、

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
電
話
番
号
に

か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
官
公
庁
か
ら

の
電
話
で
あ
れ
ば
、
調
べ
て
電
話
し

て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
4

市
内
で
も
被
害
が
増
加

「
怪
し
い
」
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
相
談
を

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.739
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平成 25年
（2013 年）

駐輪場

駐車場

ケーヨー
Ｄ2

　

交通規制に協力をお願いします
　19日㈯・20日㈰の2日間開催されるふるさとまつりでは、来場者の安全確保のた
め、右図のとおり白井消防署脇から市役所裏側の図書館駐車場入り口までを、午前
9時から午後4時まで車両通行止めにします。
※駐車台数に限りがありますので、車で来場する際はなるべく乗り合わせをお願い
します。
■問　ふるさとまつり実行委員会（市商工会内）☎（492）0721、市商工振興課商工
振興班　内線3242

なし坊も振り込め詐欺に「喝
かつ
ッ !!」

◆振り込め詐欺防止のポイント
◎「お金がすぐに必要」は詐欺です
◎家族以外の人には、絶対にお金やキャッ
　シュカードは渡さない
█こんな電話は要注意です
●電話番号が変わった
●電車に会社の小切手が入ったカバンを
　置き忘れた
●会社のお金を使い込んだ
●女性を妊娠させてしまい、示談金が
　必要になった
●あなたの銀行口座が犯罪に使われました
●税金が還付されます
振り込め詐欺と思われる電話がかかっ
てきたら「お金を渡す前」に相談を
連絡先
○印西警察署　☎0476-42-0110
○振り込め詐欺相談ダイヤル（千葉県警察）
　☎0120-494-506　
　※平日　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　

　「
振
り
込
め
詐
欺
な

ら
知
っ
て
い
る
、
私

は
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　
声
だ
け
で
は
家
族
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
犯
人
は
、
言
葉
巧
み
に

お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
息
子
な
ど
の
家
族
を

か
た
り
、
現
金
を
準
備
さ
せ
、
家
族

の
代
理
人
を
名
乗
る
者
が
直
接
現
金

を
受
け
取
る
手
口
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
や
公
的
機
関

な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
還
付
金
が

あ
る
と
だ
ま
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
預
け
払
い
機
）
に
誘
導
し
、
機
械

操
作
を
さ
せ
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
と
い
う
手
口
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
犯
罪
は
、
電
話
一
本
で
行
わ

れ
る
犯
罪
で
す
。
電
話
を
受
け
た
本

人
が
、
犯
人
の
嘘
に
だ
ま
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
被
害
を
防
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
下
の
囲
み
部
分
を
切
り
抜

い
て
、
電
話
機
や
電
話
機
の
近
く
に

貼
っ
て
お
き
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ケ
ー
ス
①

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
息
子
や
孫
を

装
っ
て
電
話
を
か
け
、
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
て
現
金
が
す
ぐ
に
必
要
と
嘘
を

つ
い
て
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

の
こ
と
で
す
。

市
内
の
事
例
（
9
月
17
日
、
25
日
）

　
被
害
男
性
に
「
僕
だ
け
ど
、
会
社

の
お
金
で
中
国
の
株
を
7
0
0
万
円

分
買
っ
た
。
会
社
に
ば
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
る
。
30
日
に
お
金
が
用

意
で
き
る
と
思
う
か
ら
そ
れ
ま
で

7
0
0
万
円
貸
し
て
欲
し
い
。
上
野

ま
で
来
て
く
れ
な
い
か
」
な
ど
と
嘘

を
言
い
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
代
理

人
を
名
乗
る
男
に
現
金
を
手
渡
す
手

口
で
、
7
0
0
万
円
を
だ
ま
し
取
ら

れ
た
も
の
。

◆
ケ
ー
ス
②
　
還
付
金
詐
欺

　
還
付
金
詐
欺
は
、
税
金
や
年
金
の

還
付
な
ど
に
必
要
な
手
続
き
を
装
っ

て
電
話
を
か
け
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
、

操
作
を
指
示
し
て
口
座
間
送
金
に
よ

り
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
て
だ
ま
し

取
る
詐
欺
で
す
。

市
内
の
事
例
（
3
月
29
日
）

　
午
前
10
時
こ
ろ
、
被
害
男
性
に
市

役
所
職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が

あ
り
、「
保
険
料
の
過
払
い
金
の
支

払
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
。
社
会
保
険

事
務
所
に
連
絡
し
て
欲
し
い
」
な
ど

と
電
話
が
あ
っ
た
。
男
性
が
同
事
務

所
と
し
て
教
え
ら
れ
た
電
話
番
号

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
連
絡
す
る

と
、
応
対
し
た
男
か
ら
「
振
り
込
み

の
入
金
を
確
認
し
た
い
」
と
、
市
内

の
ス
ー
パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う

に
指
示
さ
れ
、
男
性
は
言
わ
れ
た
と

お
り
に
操
作
し
、
2
口
座
か
ら
計
約

90
万
円
の
振
り
込
み
被
害
に
あ
っ
た

も
の
。

そ
の
他
の
詐
欺
の
事
例

•
警
察
官
な
ど
を
装
う
「
劇
場
型
詐

欺
」

　
警
察
官
を
名
乗
る
犯
人
が
「
事
件

で
逮
捕
し
た
犯
人
が
あ
な
た
名
義
の

口
座
を
持
っ
て
い
た
」
な
ど
と
嘘

を
言
い
、
そ
の
後
銀
行
協
会
な
ど

を
名
乗
る
者
が
被
害
者
宅
を
訪
れ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
だ
ま

し
取
る
手
口
で
す
。

•
架
空
請
求
詐
欺

　
身
に
覚
え
の
な
い
借
金
や
債
務
、

有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
な
ど
架
空

の
事
実
を
口
実
と
し
た
電
話
や
文
書

に
よ
り
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
て
だ

ま
し
取
る
手
口
で
す
。

•
融
資
保
証
金
詐
欺

　
融
資
の
広
告
の
掲
出
や
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
の
送
付
な
ど
に
よ
り
、
融

資
話
を
持
ち
か
け
融
資
の
申
し
込
み

を
し
て
き
た
者
に
対
し
「
保
証
金
」

や
「
融
資
保
険
の
加
入
が
必
要
」
と

称
し
て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
、
実
際

息子の声に
似てるけど・・・

息子のために早く
振り込まないと！！

振
り
込
め
詐さ

ぎ欺
被
害

　
今
年
8
件
約
4
千
万
円
（
昨
年
は
2
件
約
7
百
万
円
）

市
内
で
も
被
害
が
増
加
　

「
怪
し
い
」
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
相
談
を

振
り
込
め
詐
欺
の
予
防
策

✂✂

※
市
役
所
な
ど
の
官
公

庁
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

指
示
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。



場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員
　
原
田
敏
子
、
中
村

淑
子

相
談
料
　
無
料

問
　
総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1

2
・
3

野
外
焼
却
や
不
法
投
棄

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
市
に
は
「
近
所
の
野
焼
き
が
煙
た

い
」「
野
焼
き
の
煙
で
洗
濯
物
に
臭

い
が
つ
い
て
困
る
」
と
い
っ
た
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
分
別
し

て
決
め
ら
れ
た
集
積
所
へ
出
し
、
事

業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、
処
理
業
者

へ
委
託
す
る
な
ど
、
ご
み
は
適
正
に

育
館
で
開
催
さ
れ
る
場
合
の
み
）

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
1
・
2

行
政
相
談

　
行
政
相
談
で
は
、
国
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
の
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
困
っ
て
い
る
事
や
意
見
・

要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、

皆
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
必
要
な
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
　
毎
月
第
3
木
曜
日
（
8

月
を
除
く
）　  

午
後
1
時
〜
4
時

※
毎
月
の
相
談
日
は
、
広
報
1
日
号

の
最
終
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
広
報
カ
レ

ン
ダ
ー
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　市では、右図の区間で
道路改良（車道拡幅・歩
道整備）工事を行います。
　工事は午前9時から午
後5時まで行い、工事中
は交通誘導員を配置した
上で交通規制を行います。
※夜間の交通規制はあり
ません。
期間　10月下旬～平成26
年3月下旬
交通規制区間　右図の
■部分（車両片側交互
通行）
■問　道路課建設班　内線
3213

道路改良工事を行います

風
間
街
道

マンション

家電
量販店

コンビニエンスストア

冨士中
建設予定地

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

野焼きはやめましょう

行政相談所

防
火
・
防
災
講
演
会　

「
生
き
抜
く
力
を
育
て
る
」

　
米
海
軍
地
域
統
合
消
防
隊
広
報
官

の
長
谷
川
祐
子
さ
ん
が
、
災
害
時
に

子
ど
も
自
身
が「
ど
う
考
え
」て「
ど

う
行
動
」
し
た
ら
、
自
ら
の
命
を
守

れ
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
、
ア
メ
リ
カ

式
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ

た
、
子
ど
も
に
対
す
る
防
火
・
防
災

教
育
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
　
11
月
14
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
開
場
　
9
時
15
分
〜
）

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
　
一
般
　
8
0
0
人
（
先
着
順
）

入
場
料
　
無
料

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時
　
12
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬
　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
所

　
印
旛
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
印
西
市
）

対
象

　
白
井
市
ま
た
は
印
西
市
に
在

勤
・
在
住
で
防
火
管
理
者
と
し
て
選

任
さ
れ
る
予
定
の
人
　
1
0
0
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
3
、
4
0
0
円
（
教
本
代
）

問
　
申
請
書
、
受
講
票
（
消
防
本
部
、

管
内
消
防
署
、
印
西
地
区
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真
2
枚（
縦

4
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）
を
貼
り
、
参

加
費
を
添
え
て
11
月
11
日
㈪
か
ら
13

日
㈬
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
に
直
接
印
西
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課
へ

問
　
印
西
地
区
消
防
本
部
予
防
課

☎
0
4
7
6
（
4
6
）
9
9
7
1

印
西
地
区
消
防
組
合
か
ら
の
お
し
ら
せ

復興庁へ「子ども・被災者支援法」基本方
針（案）に係る緊急要望書を提出しました
　10月3日に「原発事故
子ども・被災者支援法」
の基本方針（案）につい
て、千葉県内汚染状況重
点調査地域に指定されて
いる県内9市の市長など
が復興庁へ出向き、根本
復興大臣宛てに下記の趣
旨による要望書を提出し
ました。
【要望要旨】
●各種支援施策は、基本方針（案）において支援対象地域として示さ
れた市町村以外の地域においても、東京電力福島第一原子力発電所事
故による環境汚染の実態及び住民の不安に照らして、広く適用される
ものとすること
●健康管理並びに医療施策に関する支援は，汚染状況重点調査地域に
おいても、子ども及び妊婦に対して特別な配慮がされた施策として推
進すること
●上記施策の検討にあたっては、広く被災者等の意見を反映するとと
もに、その過程を透明性の高いものとすること
●各種支援施策に係る費用は、全額国が負担すること
　また、伊澤市長は、改めて「子どもや妊婦の健康管理については特
別な配慮をして欲しい」と強く要望いたしました。
■問　環境課放射線対策室　内線3287・8

県内9市で緊急要望書を提出しました

「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄付者 住所 寄付者が使い道を指定した事業 寄付金額

匿名 ― 防犯対策及び交通安全対策の
推進に関する事業 750,000円

船橋カントリー倶楽部 市内 高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業 1,500,000円

白井あすなろライオンズク
ラブ　会長　神野直孝 市内 教育の充実に関する事業 100,000円

㈻片桐学園　東京工科大学
医療保健学部長　柳澤信夫

東京都
大田区 こども発達センター事業 74,000円

白井第三小学校PTA 市内 指定無し 11,975円

匿名 ― 高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業 100,000円

京葉瓦斯㈱
取締役社長　潟山英清 市川市 環境の保全に関する事業 126,000円

NPO法人日本入れ歯リサイク
ル協会　代表理事　三好勇夫

埼玉県
坂戸市

高齢者及び障害者の福祉の向
上に関する事業 3,930円

㈱よしだ動物病院
代表取締役　吉田高嗣 市内 教育の充実に関する事業 10,000円

7月から9月までの合計 2,675,905円

～善意ありがとうございます～
「まちづくり寄附金」の受け入れ状況を公表します
　7月から9月末までに市に寄せられた寄付金の受け入れ状況を下表のとお
り公表します。
　市には、4月から9月末現在で16件、合計3,480,795円の寄付が寄せられま
した。
　いただいた寄付金は、寄付された皆さんのご希望に添うよう、大切に使
わせていただきます。
■問　財政課財政班　内線3331・2

※船橋カントリー倶楽部からは、「まちづくり寄附金」と一緒に、市社会
福祉協議会に対しても935,315円の寄付をいただきました。

市
自
治
連
合
会
小
学
校

区
支
部
の
事
業
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

　
市
自
治
連
合
会
で
は
、
小
学
校
区

支
部
ご
と
に
自
主
的
な
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
事
業
は
各
小
学
校
区
の
在
住
者
を

対
象
と
し
て
実
施
し
、
自
治
会
に
加

入
し
て
い
な
い
人
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
対
象
の
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
で
詳
細
を
知
り
た
い

人
は
、
直
接
、
支
部
事
業
問
い
合
わ

せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
す
る
人
は
、
当
日
上
履
き
と

靴
入
れ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
体

各小学校区の事業概要

小学校区 白井第一小学校区支部 清水口小学校区支部

日程 11月9日㈯ 11月17日㈰
時間 13：30 ～ 15：30 10：00 ～ 12：00

場所 白井第一小学校
体育館

七次第一公園
（雨天時：清水口小学校
体育館）

内容

【防災講習会】
防災講演会
防災倉庫の確認

【防災訓練】
西白井消防署からの講話
消火訓練
AEDおよび心肺蘇生・
応急手当・救出体験

対象者
白井第一小学
校区在住者　
100人（先着順）

大山口小学校区在住者
140人（先着順）

問い合
わせ先

押田　☎090
（1531）7696 黒添　☎（491）4223

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
法
投
棄
は
管
理
の
行
き
届
か
な

い
場
所
や
人
目
に
付
か
な
い
場
所
で

行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
土
地

の
所
有
者
は
、
草
刈
り
や
防
護
柵
の

設
置
な
ど
を
行
い
、
所
有
地
の
適
正

な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
違
反
者
は
処
罰
さ
れ
ま
す

　
不
法
投
棄
を
し
た
人
や
ご
み
を
野

外
焼
却
し
た
人
は
、
5
年
以
下
の
懲

役
か
1
、
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
、

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4
・
5

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
9
月
9
日
か
ら
20

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
ト
マ
ト
、
サ
ト
イ
モ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
、
根
シ

ョ
ウ
ガ

県
実
施
分

　
ク
リ
、
ユ
ズ

　
ク
リ
か
ら
14
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
、

ユ
ズ
か
ら
9
.
9
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘

の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
数
値
は
一
般
食
品
の
放
射
性
物

質
の
基
準
値
で
あ
る
1
0
0
ベ
ク
レ

ル
／
㌔
㌘
以
下
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
品
目
は
全
て
「
検
出

せ
ず
」
で
し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
、
検
査
容
器

の
容
量
や
密
度
な
ど
諸
条
件
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

2013.10.15 2



Q
　「
新
聞
報
道
に
載
っ
た
悪
質
業

者
を
警
察
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
彼
ら

の
勧
誘
名
簿
に
あ
な
た
の
名
前
や
住

所
が
出
て
い
ま
し
た
。
個
人
情
報
が

流
失
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
な
ら
、
こ
の
名
簿
か
ら
削
除
で
き

る
し
、
今
後
不
審
な
業
者
か
ら
勧
誘

が
来
て
も
断
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
」
と
書
か
れ
た
手
紙
が

届
い
た
。

　
差
出
人
は
公
的
な
機
関
の
よ
う
な

名
前
で
あ
る
。
確
か
に
最
近
、
電
話

で
の
勧
誘
が
多
く
て
困
っ
て
る
。

　
こ
の
手
紙
は
信
用
で
き
る
か
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

A
　
信
用
で
き
ま
せ
ん
。
公
的
な
機

関
は
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
日
中
、
自
宅
で
く
つ
ろ
い
で
い
る

時
、
突
然
の
電
話
や
訪
問
に
時
間
を

と
ら
れ
、
不
愉
快
に
感
じ
て
い
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
。
勧
誘
名
簿
か

ら
名
前
や
住
所
を
削
除
し
て
、
今
後
、

勧
誘
の
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た

い
と
願
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
魅
力
的
な
話
に
聞
こ
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
紙
の
送

り
主
に
連
絡
し
て
も
勧
誘
が
な
く
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
更
に
頻
繁
に
勧

誘
が
来
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

勧
誘
の
停
止
サ
ー
ビ
ス
で
す
っ
て
？

〜
連
絡
す
る
と
高
額
な
料
金
が

請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
よ
！
〜

せ
ん
。
ま
た
、
高
額
な
料
金
を
求
め

ら
れ
た
り
、
別
の
商
品
を
購
入
さ
せ

ら
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
の

勧
誘
は
、
電
話
帳
や
卒
業
名
簿
な
ど

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
ま
た
、
以
前
訪
問
販
売
や
電
話

勧
誘
販
売
で
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る

人
の
名
簿
を
基
に
勧
誘
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
既
に
流
失
し
て
し
ま
っ
た
個
人
情

報
を
消
し
た
り
、
取
り
戻
し
た
り
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　
不
審
な
手
紙
が
届
い
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
送
り
主
に
問
い
合
わ
せ
を
す

る
こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
裁
判
所
か
ら
「
特
別
送

達
」
が
届
い
た
と
き
は
、
放
置
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
電
話

帳
な
ど
で
、
届
い
た
手
紙
に
記
載
さ

れ
て
い
る
裁
判
所
の
電
話
番
号
が
正

し
い
か
ど
う
か
確
認
し
て
か
ら
、
問

い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
差
出
人
に
心
当
た
り
が
な
い
場
合

や
内
容
が
心
配
な
場
合
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
安
易
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
名
前

や
電
話
番
号
な
ど
を
書
き
込
ま
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
個
人
情
報
の
記
入
を
求
め
ら
れ
た

場
合
は
、
そ
の
個
人
情
報
の
使
用
目

的
や
責
任
の
あ
り
か
を
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
171

消費者講座
エンディングノートの書き方
～人生のエンディングに向けて～

　今、「エンディングノート」が注目されています。
　エンディングノートとは、自分自身が死亡した時や介護が必要に
なった時などに、葬儀の方法や延命措置を望むかなど、自身の考えや
希望などを、あらかじめ記載しておくノートのことで、「遺言」のよ
うな法的効力はありませんが、自分の思いを伝える大切な役割を果た
しています。
　今回、千葉県金融広報委員会金融広報アドバイザー渡辺一江さんが、
エンディングノートを書く上でのポイントを解説します。
　エンディングに向けて必要なことを考えてみませんか。
日時　11月15日㈮　午後2時～ 4時
場所　文化会館中ホール
対象　一般　40人（申し込み順）
■申・■問　11月14日㈭までに電話か直接商工振興課　内線3241へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

個人
情報

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
市
で
は
、
9
月
24
日
に
実
施
し
た

贈
呈
式
に
お
い
て
結
婚
50
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
金
婚
43
組
の
皆
さ
ん
に
、

祝
い
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
伊
澤
市
長
か
ら
「
金
婚
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
仲
よ
く

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
が
あ

り
、
祝
い
品
を
贈
呈
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
代
表
し
て
、
け
や
き
台
1
丁
目
在

住
の
阪
東
修
さ
ん
か
ら
「
お
祝
い
の

言
葉
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
で
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

〜
認
知
症
予
防
ミ
ニ
講
演
会
〜

認
知
症
に
強
い
脳
を
作

ろ
う

　
認
知
症
は
誰
で
も
起
こ
り
う
る
脳

の
病
気
で
す
。

　
85
歳
以
上
の
4
人
に
1
人
は
、
そ

の
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
最
近
の
研
究
で
、
脳
を
使
う
習

慣
を
持
つ
こ
と
や
、
運
動
を
す
る
こ

と
が
認
知
症
の
予
防
に
効
果
的
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
市
保
健
師
に

よ
る
「
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
認
知
症

予
防
」
を
紹
介
し
、
脳
の
元
気
度
診

断
（
約
45
分
間
）
を
行
い
ま
す
。

　
仲
間
作
り
や
趣
味
を
活い

か
し
て
認

知
症
予
防
に
取
り
組
む
「
脳
の
健
康

ぐ
っ
と
ア
ッ
プ
講
座
」
の
紹
介
も
し

ま
す
。

日
時
　
11
月
7
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

30
人
（
申
し
込
み
順
）

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
、
名

前
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
4
・
（
4
9
2
）

3
0
3
3
・

 k
ou
reisy

a-fu

kusi@
city.shiroi.chiba.jp

へ

脳
の
健
康
ぐ
っ
と
ア
ッ

プ
講
座
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す

〜
「
小
旅
行
＋
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
で

認
知
症
を
予
防
し
よ
う
〜

　
講
座
で
は
、
旅
先
の
情
報
を
調
べ

た
り
小
旅
行
（
散
策
）
の
計
画
を
立

て
実
行
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
脳
の

機
能
を
鍛
え
、
認
知
症
を
予
防
す
る

生
活
の
習
慣
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
旅
行
の
趣
味
活
動
の
ほ
か
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
も
取
り
入
れ
た
楽
し
い
内
容

で
す
。

日
程
　
11
月
21
日
・
28
日
、
12
月
5

日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
1
月
9

日
・
16
日
・
23
日
（
全
9
回
・
各
木

曜
日
）

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

12
人
（
申
し
込
み
順
）

※
初
め
て
講
座
に
参
加
す
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
11
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
名

前
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
4
・
（
4
9
2
）

3
0
3
3
・

 k
ou
reisy

a-fu

kusi@
city.shiroi.chiba.jp

へ

精
神
障
害
者
デ
イ
ケ
ア

ク
ラ
ブ

　
市
で
は
、
精
神
科
や
心
療
内
科
な

ど
に
通
院
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

を
対
象
に
、
居
場
所
と
し
て
活
用
で

き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ
に
は
、
活
動
内

容
を
決
め
ず
、
思
い
思
い
に
過
ご
す

た
め
の
居
場
所
（
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）

「
ひ
だ
ま
り
」
と
、
作
業
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
す
る
「
さ
つ

き
」
が
あ
り
ま
す
。

　
仲
間
づ
く
り
に
、
気
軽
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ひ
だ
ま
り
」 

】

日
程

　
10
月
17
日
、
11
月
21
日
、
12

月
19
日
、
1
月
16
日
、
2
月
20
日
、

3
月
20
日
（
各
木
曜
日
）

時
間

　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
さ
つ
き
】

日
程
・
時
間
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問

　
さ
つ
き
の
み
電
話
で
社
会

福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
3
へ

さつき「プログラム」
日程 時間 内容

11月7日㈭
12月5日㈭

13：30 ～ 15：00 陶芸

1月9日㈭ 13：30 ～ 15：00 ダーツ
2月6日㈭ 10：00 ～ 13：00 ハッピークッキング
3月6日㈭ 13：30 ～ 15：00 おやつ作り

健康料理教室～脂質異常症予防で血液サラサラ～

　健康診断などで｢コレステロール値が高め｣と言われたことはありませんか。最初
はあまり自覚症状がありませんが、放置しておくと、脳卒中や心臓病などの大きな
病気につながります。
　教室では「血液サラサラにする食事」の講話と「油のとり方・減塩の工夫」をふ
まえた調理実習を行います。
　この機会に、きれいな「サラサラ血」を目指しませんか。
日程・場所　右表のとおり
時間　午前10時～午後1時（受け付け午前9
時45分～）
対象　市内在住一般　各日20人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、手拭用タオル、
筆記用具
参加費　400円（材料費）
■申・■問　参加希望日・住所・氏名・電話番号を記入の上、Ｅメールか電話で、健康
課健康づくり推進班　☎（497）3494・{ kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

健康料理教室

日程 場所

11月13日㈬ 冨士センター

11月15日㈮ 西白井複合センター

11月20日㈬ 保健福祉センター

阪東さんからお礼の言葉をいただきました

　市では、健康で子どもが大好きな保育士を募集します。
市内の保育園で働いてみませんか。
勤務場所　桜台保育園
募集人員　若干名
募集要件　保育士証を有する人
勤務期間　～平成26年3月31日
※勤務期間は変更する場合があります。
勤務時間　臨時保育士　平日　午前8時30分～午後5時15
分・非常勤保育士　平日　午前9時～午後1時または午後
0時30分～午後4時30分（隔週ローテーション）
時給　1,020円（別途通勤手当あり）
■申　白井市臨時職員等登録申込書（総務課にあります）
に必要事項を記入の上で履歴書、保育士資格証の写しを
添えて郵送か直接総務課人事班　内線3314・5へ
■問　桜台保育園☎（492）6101

臨時・非常勤保育士を募集します
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　市では、小児慢性特定疾患児が快適な日常生活が送れるよう、小児慢性特定疾患児日
常生活用具を給付します。
　給付を受けるに当たって、所得税額などによって自己負担金が発生する場合があります。
対象　県が実施する医療の給付を受けている小児慢性特定疾患児
※児童福祉法、障害者自立支援法などの規定による給付対象者は除きます。
申請に必要なもの　
■申・■問　小児慢性特定疾患児日常生活用具給付申請書（健康課にあります）に必要事項
を記入の上、小児慢性特定疾患医療受給券、対象者の同一世帯で収入のある人全員の当
該年度分市民税の課税額を証明する書類、源泉徴収票、対象品目の見積書を添えて直接
健康課母子保健班☎（497）3495へ

小児慢性特定疾患児日常生活用具を給付します

小児慢性特定疾患児日常生活用具　一覧表
種目 対象者 性能など

便器 常時介助を要する人
小児慢性特定疾患児が容易に使用できるもの（手
すりを付けることができるなど）

特殊マット 寝たきりの状態にある人
床ずれの防止、失禁などによる汚染または損耗を
防止できる機能があるもの

特殊便器 上肢機能に障害のある人
足踏みペタルで温水温風を出すことができるもの
（取り替えの際に住宅改修を伴うものを除く）

特殊寝台 寝たきりの状態にある人
腕、脚などの訓練のできる器具が付いた原則使用
者の頭部、脚部の傾斜角度を個別に調整できる機
能があるもの

歩行支援用具 下肢が不自由な人

おおむね次の①②のような性能がある手すり、ス
ロープ、歩行器など
①小児慢性特定疾患児の身体機能の状態を十分踏
まえたもので、必要な強度と安定性があるもの
②転倒防止、立ち上がり動作の補助、移乗動作の
補助、段差解消などの用具となるもの

入浴補助用具 入浴に介助を要する人
入浴時の移動、座位の保持、浴槽への入水などを
補助でき、小児慢性特定疾患児または介助者が容
易に使用できるもの

特殊尿器 自力で排尿できない人
尿が自動的に吸引されるもので、小児慢性特定疾
患児または介助者が容易に使用できるもの

体位変換器 寝たきりの状態にある人
介助者が小児慢性特定疾患児の体位を変換させる
のに容易に使用できるもの

車いす 下肢が不自由な人
小児慢性特定疾患児の身体機能を十分踏まえたも
のであつて、必要な強度と安定性があるもの

頭部保護帽
発作などにより頻繁に転倒す
る人

転倒の衝撃から頭部を保護できるもの

電気式たん吸
引器

呼吸器機能に障害のある人
小児慢性特定疾患児または介助者が容易に使用で
きるもの

クールベスト 体温調節が著しく難しい人 疾病の症状に合わせて体温調節のできるもの

紫外線カット
クリーム

紫外線に対する防御機能が著
しく欠けて、がんや神経障害
を起こすことがある人

紫外線をカットできるもの

ネブライザー
（吸入器）

呼吸器機能に障害のある人
小児慢性特定疾患児または介助者が容易に使用で
きるもの

パルスオキシ
メーター

人工呼吸器の装着が必要な人
呼吸状態を継続的にモニタリングできる機能があ
り、介助者などが容易に使用できるもの

フ
ァ
ミ
サ
ポ
お
し
ゃ
べ

り
広
場

　
子
育
て
や
趣
味
の
こ
と
な
ど
の
情

報
を
交
換
す
る
広
場
で
す
。

　
初
め
て
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
茶
を
飲
み
な
が
ら
「
お
し

ゃ
べ
り
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
28
日
、
11
月
25
日
、
12

月
9
日
、
1
月
27
日
、
2
月
24
日
、

3
月
10
日
（
各
月
曜
日
）　
午
前
10

時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
（
自
由
参
加
）

参
加
費
　
無
料

問
　
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
　
☎
（
4
9
7
）
3

4
9
6

子
ど
も
が
急
に
病
気
に
な
っ
た
ら
！

　
子
ど
も
は
い
つ
体
調
を
崩
す
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
が
急
に
病
気
に
な
っ
て
も

冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃

か
ら
何
か
あ
っ
た
時
に
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
休
日

や
夜
間
で
も
受
診
で
き
る
医
療
機
関

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5

夜
間
の
小
児
救
急
診
療

　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診
療
所

で
は
、
小
児
科
（
内
科
系
疾
患
）
専

門
医
が
、
夜
間
や
休
日
な
ど
に
応
急

的
な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
月
〜
土
曜
日
　
午
後
7
時
〜

午
前
6
時

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
45
分
・
午
後
7
時

〜
午
前
6
時

場
所

　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診

療
所
（
佐
倉
市
）

対
象

　
印
旛
郡
市
内
在
住
の
原
則
15

歳
以
下

問
　
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診
療

所
　
☎
0
4
3
（
4
8
5
）
3
3
5

5
（
診
療
時
間
内
の
み
）

小
児
救
急
電
話
相
談

　
休
日
や
夜
間
に
、
子
ど
も
の
具
合

が
悪
く
な
り
、
ど
う
対
処
し
た
ら
よ

い
か
の
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
相
談

が
で
き
ま
す
。

　
担
当
の
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま

す
が
、
必
要
な
場
合
は
小
児
科
医
に

電
話
を
転
送
し
ま
す
。

プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
・
携

帯
電
話
か
ら
　
局
番
な
し
の
　

#
8
0
0
0

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定
電
話
ま
た
は

利
用
で
き
な
い
場
合
　
☎
0
4
3

（
2
4
2
）
9
9
3
9
（
受
け
付
け

午
後
7
時
〜
10
時
）

プレ☆パパママスクール
　出産と育児について、夫婦で一緒に学んでみませ
んか。
　「赤ちゃん人形」を使った実習で、赤ちゃんを迎え
る実感が湧いてきますよ。
日時　11月10日㈰　午前10時～正午（受け付け　午
前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月までの妊婦とその
家族　16組（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
内容　夫婦で協力する出産・育児や母乳育児の話、「お
風呂入れ」の実習、マタニティーヨガ、妊婦体験ジャ
ケット着用
持ち物　母子手帳、筆記用具
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
期
間
が
終

了
し
ま
す

　
5
月
か
ら
妊
娠
を
希
望
ま
た
は
予

定
し
て
い
る
女
性
や
、
そ
の
夫
、
ま

た
妊
婦
の
夫
を
対
象
に
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
接
種
費
用
の
一
部

助
成
が
で
き
る
の
は
、
31
日
㈭
ま
で

に
申
請
が
さ
れ
た
分
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
希
望
す
る

人
で
、
ま
だ
未
接
種
の
人
は
早
め
に

接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
接
種
が
済
ん
で
い
る
人
で
、

ま
だ
健
康
課
へ
申
請
を
し
て
い
な
い

人
は
、
必
ず
31
日
㈭
ま
で
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
予
防
接
種
を
受
け
た
人
の

名
前
と
ワ
ク
チ
ン
名
が
記
入
さ
れ
て

い
る
領
収
書
の
原
本
、
認
め
印
、
振

り
込
み
を
希
望
す
る
口
座
の
わ
か
る

も
の
を
持
参
の
上
、
健
康
課
母
子
保

健
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

～プラネタリウム館～

星空ライブコンサート
　さまざななジャンルの音楽を取り入れ
た、元気いっぱいのバンド「ＤёＬＳｏ
Ｌё（デル・ソール）」の皆さんが、バイ
オリンとギター、ドラムの生演奏を行い
ます。
　生演奏を聞きながら星空を楽しみませ
んか。
日時　11月3日㈷　午後1時30分～ 2時50分
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　一般　86人（先着順）
チケット代　700円（前売り600円）
※本日から前売りを開始します。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125 ＤёＬＳｏＬё

第
1
回
「
サ
ロ
ン
（
集

い
の
場
）」
代
表
者
会

議
を
開
催
し
ま
す

　
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

「
し
く
み
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
サ

ロ
ン
の
役
割
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い

る
皆
さ
ん
に
よ
る
情
報
交
換
を
行
う

交
流
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
30
日
㈬
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

サ
ロ
ン
（
集
い
の
場
）
の
運
営
者
お

よ
び
ス
タ
ッ
フ

※
ひ
と
つ
の
サ
ロ
ン
か
ら
2
人
ま
で

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
集
い
の
場
（
サ
ロ
ン
）
を
知
っ

て
い
ま
す
か

　
市
内
に
は
、
地
域
の
住
民
同
士
が

茶
を
飲
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
は
か
っ
た
り
、
楽
し
い
時
間

を
参
加
者
同
士
で
共
有
し
た
り
す
る

場
と
し
て
、
集
い
の
場
（
以
下
、
サ

ロ
ン
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
催
者

は
、
有
志
が
行
っ
て
い
る
も
の
や
地

元
の
地
区
社
協
が
行
っ
て
い
る
も
の

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
サ
ロ
ン
は
、

自
治
会
の
集
会
所
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
自
治
会

の
会
員
で
な
く
て
も
参
加
で
き
る
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
近
く
の

サ
ロ
ン
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
で

は
、
自
宅
近
く
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し

て
み
た
い
人
や
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ

て
み
た
い
人
、
サ
ロ
ン
の
運
営
に
協

力
し
た
い
人
を
支
援
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
ひ
と
は
気
軽
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
E

メ
ー
ル
で
高
齢
者
福
祉
課

　
高
齢
者

支
援
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
・

 k
o
u
re
is
y
a
-fu
k
u
s
i@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ
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教
育
委
員
が
再
任
さ
れ

ま
し
た

　
第
3
回
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
髙
城
久
美
子
さ
ん
が
教
育

委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
城
教
育
委
員
は
平
成
21
年
10
月

1
日
に
就
任
し
現
在
2
期
目
で
、
今

回
の
任
期
は
平
成
25
年
10
月
1
日
か

ら
平
成
29
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班
　
内
線
3

4
1
2

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
11
月
2
日
㈯
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
18
日
㈪
・
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ
の
保
護
者
・

家
族

受
付
件
数

　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
3
・

sy
ou
g
ai-g
ak
u

～青少年相談員と楽しく遊ぼう～

おも白
しろい

井デー
　軽スポーツやゲーム、簡
単な工作などを通じて青少
年相談員と楽しく一日遊び
ませんか。
　スタンプラリーを全部回
ると、最後にお楽しみがあ
りますので友だちと一緒に
参加してください。
日時　11月9日㈯　午前10時～午後3時
場所　桜台センター
持ち物　上履き、昼食（1食100円で、昼食の販売あり）
※駐車場に限りがありますので、なるべく徒歩や自転車、
ナッシー号などの公共交通機関を利用してください。
問　生涯学習課社会教育班　内線3433

sy
u
u
@
city
.sh
iro
i.ch
ib
a.

jp

へ日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
2
日
㈯
・
3
日
㈷
・
9

日
㈯
・
10
日
㈰
・
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・

23
日
㈷
・
24
日
㈰
・
30
日
㈯
　
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
4
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
10
月
25
日
㈮
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

しろいスポーツヴィレッジ　実施プログラム
種目 場所 活動日 時間

グラウンドゴルフ 富塚 毎週
水・土曜日

15：00 ～
17：00

筋トレ・
ストレッチ

白井コミュニ
ティセンター 毎週金曜日 19：00 ～

21：00

白井第二小学校 毎週土曜日 13：00 ～
15：00

ソフトテニス
白井中学校 毎週

火・木曜日
19：00 ～

22：00

白井運動公園 毎週土曜日 13：00 ～
15：00

バドミントン 白井第一小学校 毎週水曜日 20：00 ～
22：00

硬式テニス 白井運動公園 毎週土曜日 9：00 ～
11：00

模型
飛行機

フライト白井第一小学校 毎週日曜日および祝日
6：00 ～

7：00
作製・
勉強会白井第一小学校 第3日曜日

9：30 ～
11：00

　
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
を
考

え
て
い
る
人
や
、
購
入
し
た
が
操
作

方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
初
心
者

を
対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

講
座
名
・
日
程
・
内
容
・
受
講
料
・

募
集
人
数
　
左
表
の
と
お
り

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

初心者のためのパソコン講座

講座名 日程 内容 受講料 募集人数

初めての
パソコン講座

11月27日㈬・
28日㈭

コンピューターのおよその
機能や操作の説明、マウス
操作や文字入力練習

1,000円 4人

インターネッ
ト・メール入
門講座

12月4日㈬・
5日㈭

インターネットやメールの
基本的な知識や情報習得方
法、活用方法など

1,000円 4人

ワード入門
講座

12月11日㈬・
12日㈭

ワードの基本的な操作方法
の説明や簡単な文章の作成

1,000円 4人

セット講座
上記3講座の
全て

― 3,000円 4人

エクセル入門
講座

12月18日㈬・
19日㈭

エクセルの基本的な知識の
説明や簡単な表計算の活用
方法

1,000円 8人

高
校
生
以
上

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
講
座
名
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
経
験
（
マ
ウ
ス
操
作
や
ロ
ー

マ
字
入
力
の
程
度
）
を
記
入
の
上
、

11
月
8
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内
線

3
4
3
1
〜
3
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
、
定
員
に
達
し
て
い
な
い
講
座
は
、

11
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
は
講
座
用
の
も
の
（
W

i
n
d
o
w
s

　
V
i
s
t
a
、
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
は
O
f
f
i
c
e

2
0
0
7
）
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

初
心
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

「
健
康
の
輪
」「
地
域
の
輪
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

誰
も
が
気
軽
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
つ

な
が
り
な
が
ら
、
身
近
な
地
域
の
施

設
で
、
い
ろ
い
ろ
な
種
目
で
日
常
的

に
体
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
継
続
的
に
体
を
動
か

す
こ
と
に
よ
り
健
康
に
生
活
し
て
も

ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
を
意
識
し

て
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者

に
な
っ
た
と
き
に
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
こ
と
や
介
護
の
必
要
が
な
い
状

態
で
元
気
に
過
ご
す
こ
と
に
つ
な
が

り
、
将
来
的
に
は
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
複
数
の
ス

ポ
ー
ツ
を
経
験
す
る
こ
と
で
成
長
過

程
で
習
得
が
必
要
な
基
本
動
作
が
効

率
的
に
身
に
付
き
、
健
全
な
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
大

人
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
く
地
域
で
生
活
し
て
い
く
上
で
必

要
な
社
会
性
が
身
に
付
く
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
7
月
27
日
に
市
内
4
番
目
の
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

白
井
中
学
校
区
を
主
な
対
象
地
域
と

し
た
「
し
ろ
い
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
（
以
下
S
S
V
） 

」
が
設
立
し
、

市
内
す
べ
て
の
中
学
校
区
に
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
整
備
さ
れ

活
動
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　
S
S
V
は
、
設
立
後
順
調
に
会
員

数
を
伸
ば
し
、
す
で
に
1
0
0
人
を

超
え
る
会
員
が
、
下
表
の
6
種
目
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
楽
し
く
活
動
し
、
地

域
で
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

会
員
と
な
り
、
健
康
の
維
持
・
向
上

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
盛
り
上
げ
、
地
域
の
健
康
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

　
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
随

時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
各
ク
ラ
ブ
の
会
長

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
桜
台
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
桜
台
中

学
校
区
）　 

肥こ
え
ぬ
ま沼
会
長
　
☎
（
4
9

総合型地域スポーツクラブ
4クラブ合同テニス交流大会
　スポーツクラブ会員によるテニス交流大会
を開催します。テニスプログラム参加会員だ
けでなく、テニスに興味のある会員も参加で
きます。また、非会員も参加できる初心者向
けのテニス教室も開催します。
　会場では各クラブの新規入会も受け付けま
すので、興味のある人は参加してください。
日時　19日㈯　（小雨決行）
　　　午前8時45分～午後5時
※雨天の場合は26日㈯に延期します。
場所　白井運動公園
対象　各クラブ会員登録者およびテニスに興
味のある人（自由参加）
参加費　無料
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

1
）
6
6
9
4

●
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
な
み

（
南
山
中
学
校
区
）　 

鶴
岡
会
長
　

☎
（
4
9
1
）
8
7
0
4

●
Oオ
ー
エ
ヌN
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
大
山
口
・

七
次
台
中
学
校
区
）　 

石
﨑
会
長
　

☎
（
4
9
1
）
5
2
3
6

●
し
ろ
い
ス
ポ
ー
ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
白
井
中
学
校
区
）　 

川
上
会
長

　

☎
（
4
9
1
）
1
7
1
7

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

「あずきつかみ競争」の様子

どちらが強いかな？みんなで楽しく遊ぼう

辞令を受け取る髙城委員（右側）

2013.10.155



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

公  
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
食
事
に
も
デ
ザ
ー
ト
に
も
な
る
、

フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
を
作
っ
て
み
ん

な
で
食
べ
よ
う
。

日
時

　
11
月
2
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
29
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
講
座
」

　
み
ん
な
が
大
好
き
な
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
を
親
子
で
楽
し
も
う
。

日
時
　
11
月
16
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
1
か
ら
3

年
生
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
あ
れ
ば
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

申
　
11
月
9
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

公  

お
も
い
っ
き
り
体
を

動
か
そ
う

①
1
歳
児
「
す
み
れ
さ
ん
」

日
程

　
21
日
㈪

対
象

　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

②
2
歳
児
「
た
ん
ぽ
ぽ
さ
ん
」

日
程
　
28
日
㈪

対
象
　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
23
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

【
共
通
】

時
間

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
1
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
午
前
11
時
30
分

ま
で
児
童
ル
ー
ム
で
遊
び
ま
す
。

集
合
場
所

　
手
賀
の
丘
公
園
「
ど
ん

ぐ
り
の
家
」
の
前
（
柏
市
）　

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
弁
当
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
帽
子

子

育

て

子

ど

も

申
　
①
は
19
日
㈯
ま
で
、
②
は
26
日

㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へ冨  

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
de
仮
装

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
衣
装
を
着
て
、
み

ん
な
で
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。
菓

子
の
配
布
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
31
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
　
30
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
衣
装

参
加
費
　
1
0
0
円
（
菓
子
代
）

申
　
30
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

公  

0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」

　
マ
ラ
カ
ス
を
作
っ
て
一
緒
に
遊
び

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
5
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
11
月
2
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

地
名
の
話

　
根
・
木
・
復

　
市
内
に
は
「
根
」「
木
」「
復
」

な
ど
漢
字
一
文
字
の
地
名
が
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
明
治
7
年

（
1
8
7
4
）
に
成
立
し
た
村
の

名
前
で
し
た
が
、
明
治
22
年
（
1

8
8
9
）
に
誕
生
の
白
井
村
に
合

併
し
た
際
、
地
区
名
と
し
て
残
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
根
は
白
井
木
戸
新
田
、
七
次
新

田
、
中
木
戸
新
田
、
軽
井
沢
新
田
、

七
次
村
が
合
併
し
た
「
根
村
」、

木
は
所
沢
村
と
野
口
村
が
合
併
し

た
「
木
村
」、
復
は
長
な
が
と
ろ殿
村
、
法ほ

う

目め

村
、
富と

み
ヶが

谷や

村
、
富と

み
が
さ
わ
ヶ
沢
村
が

合
併
し
た「
復
村
」に
由
来
し
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
の
歴
史
の
上
で
、

明
治
7
年
は
そ
の
始
ま
り
に
あ
た

り
、
当
時
合
併
し
た
村
に
は
地
租

改
正
や
学
校
開
設
に
対
応
す
る
事

情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
合
併
時
に
な
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
一

字
で
名
を
付
け
た
の
か
、
何
を
意

味
し
た
の
か
と
い
う
点
に
関
す
る

記
録
は
一
切
残
っ
て
お
ら
ず
、
想

像
す
る
よ
り
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
明
治
政
府
に
よ
る
「
旧
高
旧
領

取
調
帳
」
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、

一
字
村
名
は
江
戸
時
代
ま
で
は
比

較
的
存
在
し
、
明
治
以
降
に
成
立

し
た
村
に
は
あ
ま
り
存
在
し
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
明
治

7
年
の
合
併
事
例
で
も
一
字
村
名

は
珍
し
く
、
そ
う
し
た
村
が
集
中

し
た
白
井
は
異
色
で
あ
り
、
同
じ

時
期
と
地
域
に
偶
然
生
ま
れ
た
と

も
考
え
に
く
い
た
め
、
何
ら
か
の

意
図
的
な
連
携
が
あ
っ
た
と
考
え

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

ら
れ
ま
す
。

　
近
郊
の
一
字
村
名
の
例
と
し
て

は
、
葛
飾
郡
の
加か

村
や
木
村
が
あ

り
、
現
在
の
流
山
市
の
加
や
木
地

区
に
あ
た
り
ま
す
。
加
村
は
明
治

の
初
め
に
白
井
が
属
し
た
葛
飾
県

や
印
旛
県
の
県
庁
が
置
か
れ
、
千

葉
大
学
の
起
源
と
な
る
印
旛
官
員

共
立
学
舎
が
開
か
れ
た
北
総
の
政

治
や
経
済
、
教
育
の
中
心
地
で
し

た
。

　
根
村
や
木
村
、
復
村
は
隣
接
し

た
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
根
村
と

木
村
の
戸
長
が
同
じ
で
、
木
村
に

は
印
旛
官
員
共
立
学
舎
の
支
援
者

が
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

復
村
は
明
治
7
年
に
学
校
を
開
設

し
ま
し
た
が
、
そ
の
学
校
は
後
に

根
村
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
こ
の
三
つ
の
村
は
教
育
や
そ

の
ほ
か
の
面
で
も
連
携
し
て
い
た

関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
の

先
進
地
で
あ
っ
た
加
村
に
あ
や
か

り
、
互
い
に
一
字
の
村
名
と
し
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
村
名
の
意
味
に
つ

い
て
は
、「
根
」「
木
」
は
地
名
文

字
と
し
て
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
形
的
に
見
て

も
、「
根
」
が
神
崎
川
最
上
流
の

台
地
の
付
け
根
を
意
味
し
、「
木
」

は
そ
の
手
前
の
谷
や
河
川
が
分
岐

す
る
所
を
意
味
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
し
か
し
、「
復
」
だ
け

は
地
名
文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た

事
例
も
確
認
で
き
ず
、
そ
の
意
味

の
解
明
が
今
後
の
課
題
で
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

ボ  

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
登
録
説
明
会

　
市
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
は
、
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

65
歳
以
上
の
人
の
健
康
増
進
と
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
制
定
し
て
い
ま

す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
後
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
を
考
え
て
い
る
人
向
け
に
、

制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
30
日
㈬
・
11
月
13
日
㈬

午
後
2
時
〜
3
時

※
説
明
会
は
ど
ち
ら
か
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

申
　
電
話
か
直
接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

高

齢

者

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
31
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お

市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
　
11
月
7
日
㈭

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象
　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
10
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

福  

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
習

　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
っ
て

カ
ゴ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
（
各
木
曜
日
、
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物
　
巻
き
尺

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
30
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
年
賀
は
が
き
の
作
成
や
E
メ
ー
ル

の
送
受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲

覧
方
法
な
ど
を
楽
し
く
学
べ
る
無
料

の
講
習
会
で
す
。

日
時
　
11
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮
（
全

5
日
間
）　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時

45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
マ
ウ
ス
の
操
作
や
文
字
入

力
が
で
き
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る

人
　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

駅  漢字検定
　日本漢字能力検
定の2級～ 10級を
受検することがで
きます。
日程　平成26年2月
2日㈰
受検時間　右表の
とおり
検定料
2級・3,500円、準2～ 4級・1,800円、5～ 7級・1,500
円、8～ 10級・1,000円
持ち物　HBかBの鉛筆またはシャープペンシル、
消しゴム
■申　11月1日㈮から12月21日㈯までに検定料持参
の上、直接白井駅前センターへ

漢字検定
級 受検時間

2級 10：00 ～ 11：00
準2級 11：50 ～ 12：50
8・9・10級 11：50 ～ 12：30
3・5・7級 13：40 ～ 14：40
4・6級 15：30 ～ 16：30

素敵なカゴが作れます

みんなで楽しく
活動しませんか

駅  なかよしクッキング
　千葉のふるさと料理「太巻き寿司」作り
に挑戦してみよう。
日時　11月2日㈯　午前10時～
午後1時
対象　小学生～一般　16人（申
し込み順）
講師　きら梨

り

　中村喜代子さん
持ち物　エプロン、三角巾、手拭きタオル、
マスク、上履き、筆記用具
参加費　300円（材料費）
■申　10月27日㈰までに電話か直接白井駅前
センターへ

駅  将棋大会
　みんなで将棋を楽しもう。
日時　11月9日㈯　午後1時～ 4時
対象　小学生～一般　16 人（申し込み順）
■申　11月6日㈬までに電話か直接白井駅前セ
ンターへ

季節の弁当と花
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公  
そ
ば
打
ち
教
室

　
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
健
康
文
化
都
市 

夢
・
ふ
れ

あ
い
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
布
巾

参
加
費

　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
19
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福  

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
み

の
り
合
同
事
業
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」

　「
み
の
り
」
で
作
業
し
て
い
る
人

た
ち
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
を
し
て
、

先
着
50
人
に
菓
子
を
配
り
ま
す
。

日
時

　
31
日
㈭

　
午
前
11
時
〜
11
時

30
分 趣

味
・
教
養
・
学
習

複    男のやさしい料理教室
　材料の切り方や計量スプーンの使い方など、基礎から
学べる男性のための料理教室です。いろいろな料理に
チャレンジしてみませんか。
日程・メニュー　下表のとおり
時間　午前10時～午後1時
対象　市内在住の男性　12人
（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、布巾2枚、持ち帰り用の容器
講師　栄養士　坂本好美さん
参加費　2,100円（3回分）
■申　11月5日㈫までに電話か直接西白井複合センターへ

料理教室日程表（全3回）
日程 メニュー

11月13日㈬ 煮込みハンバーグ、ピラフ、スープ

11月27日㈬ 肉まん、具だくさんスープ、ナムル

12月11日㈬ 簡単おせち

コ  

白
井
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
講
座
〜
料
理
人
に

習
う
か
ん
た
ん
献
立
〜

　
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
、
白
井
産
の
季

節
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
11
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
「
ノ
ー
ビ
レ
」
会
員
募
集

　
器
楽
合
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦

を
深
め
、
演
奏
会
や
社
会
福
祉
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

く
演
奏
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
木
曜
日
（
月
3
回
）　
午
前

◆
「
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
無
料
体
験

　
音
楽
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
子

ど
も
の
持
つ
感
性
や
リ
ズ
ム
感
、
集

中
力
な
ど
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
に
は
事
前
予
約
が
必
要
と
な

る
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
18
日
㈮
・
25
日
㈮

　
午
前
11

時
〜

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象

　
2
〜
3
歳

問
　
増
田
☎
（
4
9
1
）
8
2
4
1

◆
講
演
会
「
動
物
を
絶
滅
か
ら
救
う

こ
と
の
意
味
」

　
手
賀
沼
の
水
循
環
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
19
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
（
開
場

　
午
後
1
時
〜
）

場
所

　
手
賀
沼
親
水
広
場
（
我
孫
子

市
）　
対
象

　
一
般

　
1
5
0
人（
先

着
順
）　
講
師

　
山や

ま
し
な階
鳥
類
研
究
所

林
良
博
所
長
　
参
加
費
　
無
料

問
　
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会

　
八や

く
わ鍬
☎
0
9
0
（
5
2
1

7
）
6
6
9
9

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
育
児
支
援
講

座
「
お
産
の
お
話
＆
母
乳
育
児
の
ス

タ
ー
ト
」

　
お
産
の
話
や
妊
娠
中
か
ら
知
っ
て

お
き
た
い
母
乳
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
マ
マ
達
の
疑
問
に
全
て
答

え
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈰
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

　
場
所

　
印
西
市
立
中
央
駅
前

地
域
交
流
館

　
対
象

　
妊
婦
、
母
乳

育
児
を
始
め
た
い
母
親
や
そ
の
家
族

講
師
　
的
場
晴
美
助
産
師
ほ
か
　
参

加
費
　
無
料

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
「
腎
臓
病
を
考
え
る
会
」
講
演
会

　
千
葉
徳
州
会
病
院
心
臓
血
管
外
科

部
長
の
橋
本
昌
紀
先
生
に
よ
る
「
心

臓
血
管
外
科
か
ら
み
た
C
K
D
（
慢

性
腎
臓
病
）」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
会
を
開
催
し
た
後
、
医
療
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
　
場
所
　
京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ

ザ
（
千
葉
市
）　
対
象
　
一
般
　

1
8
0
人
（
先
着
順
）　
参
加
費
　

無
料

問
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
千
葉
県

腎
臓
病
協
議
会
☎
0
4
3
（
2
5
6
）

4
6
6
1

◆
印
旛
地
区
選
挙
関
係
委
員
研
修
会

　
千
葉
科
学
大
学
の
小
枝
義
人
教
授

に
よ
る
「
参
院
選
の
結
果
分
析
と
今

後
の
政
局
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈫
　
午
後
2
時
〜
3
時

30
分
　
場
所
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

さ
か
え
（
栄
町
）　
対
象
　
一
般
　

1
0
0
人
（
先
着
順
）　
参
加
費
　

無
料

問
　
栄
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
栄
町
役
場
総
務
課
内
）　
☎
0
4

7
6
（
9
5
）
1
1
1
1

◆
家
事
家
計
講
習
会

　「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」「
親
子

の
生
活
時
間
」「
家
計
予
算
の
立
て

方
」
を
学
ん
だ
後
、
質
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
10
月
31
日
㈭
　
午
前

10
時
〜
正
午
・
鎌
ケ
谷
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
、
11
月
8
日
㈮

　
午
前

10
時
〜
正
午
・
印
西
市
立
中
央
駅
前

地
域
交
流
館
　
対
象
　
一
般
　
各
日

40
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　

4
0
0
円
（
資
料
代
な
ど
）

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
15
人

10
時
〜
午
後
1
時

　
場
所

　
白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
対
象

　
バ
イ
オ

リ
ン
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
フ
ル
ー
ト
、
そ
の
ほ
か
の
パ
ー

ト
　
入
会
費
　
1
、
5
0
0
円
　
月

会
費
　
3
、
0
0
0
円

問
　
小
倉
☎
（
4
9
1
）
5
6
3
5

◆
認
知
症
の
理
解
を
広
め
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
ま

せ
ん
か

　
市
の
高
齢
化
に
備
え
、
地
域
で
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
支
援
者
に

な
れ
る
人
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
）

を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
千
葉
県
開
催
の

認
知
症
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
た

「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」
が

認
知
症
の
症
状
や
予
防
、
接
し
方
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
市
民

が
10
人
以
上
集
ま
れ
ば
無
料
で
出
張

講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
が

あ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
で
志
摩
☎
0
9
0

（
8
3
0
0
）
9
0
1
6
へ

◆
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
受
講
生
募
集

　
白
井
国
際
交
流
協
会
で
は
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
、
ス
ペ

イ
ン
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
初
級
入
門
ク
ラ
ス

11
月
1
日
㈮
か
ら
毎
週
金
曜
日
（
全

16
回
）　
中
級
ク
ラ
ス

　
11
月
2
日

㈯
か
ら
毎
週
土
曜
日
（
全
16
回
）　 

時
間
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
50
分

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
対
象

一
般

　
各
ク
ラ
ス
5
人
（
申
し
込
み

順
）　
受
講
料

　
1
2
、8
0
0
円

（
資
料
代
は
別
途
）

※
白
井
国
際
交
流
協
会
未
加
入
者
は
、

別
に
協
会
年
会
費
の
半
年
分
1
、0

0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
か
は
が
き
、
E
メ
ー

ル
で
希
望
の
ク
ラ
ス
、
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
2
7
0
―
1
4
3
1

　
白
井
市
根

（
申
し
込
み
順
）
ま
で
、
1
人
2
0

0
円（
保
険
代
な
ど
）が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
全
国
友
の
会
松
戸

支
部
鎌
ケ
谷
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区
　
渡
辺
☎
（
4
9
7
）
2
9
5

8
へ

◆
市
民
文
化
祭
囲
碁
大
会

　
囲
碁
の
普
及
と
市
民
相
互
の
交
流

を
図
る
た
め
、
白
井
市
囲
碁
連
合
会

主
催
に
よ
る
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
有
段
者
や
級
位
者
を
問
わ
ず
誰
で

も
参
加
で
き
、
事
前
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時
　
11
月
2
日
㈯
　
午
前
9
時
〜

場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー
　
参
加
費
　

1
、
0
0
0
円
（
弁
当
代
な
ど
）

問
　
足
立
☎
（
4
9
7
）
1
3
3
6

◆
松
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
＆
リ
ー
ス
づ
く
り

　
ビ
ー
ズ
な
ど
で
飾
り
付
け
る
松
ぼ

っ
く
り
の
ツ
リ
ー
と
、
葛く

ず
の
つ
る
な

ど
を
使
っ
た
リ
ー
ス
を
作
り
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
11
月
24
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
千
葉
県
立
手
賀
の
丘

少
年
自
然
の
家
（
柏
市
）　
対
象
　

小
学
生
以
上
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
の
参
加
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
上
履
き
　
参
加
費
　
3
0

0
円
（
材
料
費
）　

申
・
問

　
10
月
24
日
㈭
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年

自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
1

9
2
3
へ

1
1
6
―
32
　
川
上
ビ
ル
2
F
2
0

2
号
　
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局

三
上
☎
0
9
0
（
9
3
2
0
）
0
9

3
3
・

 ifa
s@
b
z0
4
.p
la
la
.

n
e.jp

へ

◆
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
よ
し
き
り
」

の
運
営
事
業
者
を
再
募
集

　「
よ
し
き
り
」
は
印
旛
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
（
以
下
、
印
旛

広
域
）
が
運
営
を
行
う
軽
費
老
人
ホ

ー
ム
で
す
。

　
8
月
に
「
よ
し
き
り
」
の
事
業
を

引
き
継
ぎ
、
運
営
が
で
き
る
事
業
者

を
公
募
し
た
と
こ
ろ
決
定
に
至
ら
な

か
っ
た
た
め
、
条
件
を
見
直
し
た
上

で
再
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
印
旛
広
域
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
名
（
種
別
）　
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
「
よ
し
き
り
」（
A
型
）　
所
在
地

印
西
市
瀬
戸
1
8
4
4
番
地
の
2

　

譲
渡
先

　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
を
既
に
運
営
し
て
い
る
社
会
福

祉
法
人

問
　
印
旛
広
域
事
務
局
管
理
課
☎
0

4
3
（
4
8
5
）
0
3
9
7

◆
「
公
的
年
金
加
入
状
況
等
調
査
」

を
実
施
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
公
的
年
金
の
加

入
や
受
給
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金

事
業
の
運
営
お
よ
び
今
後
の
年
金
制

度
の
検
討
を
す
る
た
め
、「
公
的
年

金
加
入
状
況
等
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。

　
次
の
調
査
地
区
に
10
月
下
旬
頃
か

ら
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
た
統
計

調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布

と
回
収
を
行
う
の
で
、
調
査
の
趣
旨

を
理
解
の
上
で
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
調
査
内
容
は
法
律
に
よ
り
、

統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

調
査
区
域

　
大
松
1
丁
目
の
一
部

問
　
日
本
年
金
機
構

　
船
橋
年
金
事

務
所
☎
0
4
7
（
4
2
4
）
8
8
1
1

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
12
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師
　
東
京
月
島
「
い
し
津
」　
石

津
正
一
店
主

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
筆
記
用
具

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
10
月
16
日
㈬
か
ら
11
月
2
日
㈯

ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、
直
接
白

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

そば作りの様子
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の
地
産
地
消
を
会
員
共
通
の
認
識

と
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
太
陽
光
発
電

装
置
を
組
み
立
て
、
白
熱
光
と

L
E
D
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
実
験
も
行
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
市
民
活
動
団
体

支
援
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
行

政
と
の
協
働
事
業
と
い
う
形
態
で

既
設
の
住
宅
お
よ
び
公
共
施
設
の

太
陽
光
発
電
実
態
調
査
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
市
周
辺
で
は
、

太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
が
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
有
望
で
あ

り
、
今
後
、
調
査
結
果
の
公
表
に

よ
り
更
に
太
陽
光
発
電
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
将
来
を
左
右
す
る
蓄
電
池

開
発
研
究
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
の
開
催
や
私
た
ち
の
日
常
生
活

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

　「
白
井
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
議
会
」
は
、
福
島
原
発
の
事
故

を
契
機
に
、
自
分
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
、

市
民
だ
け
で
な
く
環
境
団
体
や
事

業
者
と
も
協
議
を
重
ね
、
昨
年
9

月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
個

人
会
員
32
人
と
6
団
体
が
活
動
に

参
加
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
給
自
足
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ

る
、
倉
阪
秀
史
千
葉
大
学
教
授
を

顧
問
に
迎
え
、
情
報
の
提
供
や
活

動
の
方
向
性
へ
の
助
言
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
会
の
発
足
時
に
は
、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
と
地
域
経

済
」
と
題
し
た
倉
阪
教
授
の
講
演

に
加
え
、
ド
イ
ツ
の
映
画
「
第
四

の
革
命

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
を
上
映
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め

な
が
ら
地
域
産
業
を
起
こ
す
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
展
望
し
て
い
ま

す
。

　
会
の
目
的
に
賛
同
さ
れ
る
会

員
を
募
集
中
で
す
。
年
会
費
は

個
人
2
、
0
0
0
円
、
団
体
5
、

0
0
0
円
、
そ
の
ほ
か
に
入
会
金

が
必
要
で
す
。

※
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と

は
、
化
石
燃
料
の
よ
う
な
枯
渇
資

源
で
は
な
く
、
太
陽
光
や
太
陽
熱
、

水
力
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地

熱
な
ど
、
自
然
の
営
み
に
よ
り

使
っ
て
も
比
較
的
短
期
間
に
再
生

が
可
能
で
あ
り
、
枯
渇
し
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
指
し
ま
す
。

連
絡
先
　
辻
川
☎
（
4
9
1
）

8
8
0
8

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

の
中
で
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
伴
う
車
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
、

営
農
地
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電

の
現
地
見
学
、
東
京
都
心
の
地
中

熱
利
用
ビ
ル
見
学
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
市
役
所
改
修
計
画
に
対

し
て
は
、
庁
舎
で
最
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
冷
暖
房
に
つ
い
て
、

太
陽
熱
お
よ
び
地
中
熱
を
利
用
す

る
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
提
案
し
ま

し
た
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
を
ま
ち
づ
く

り
の
中
に

　
今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

を
定
め
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条

例
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
大
企
業
が
作
っ
て
遠
く
か

ら
運
ん
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
者
が
消
費
す
る
、
と
い
っ
た
構

造
を
改
め
、
自
分
た
ち
も
作
り
手

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑪

上総鶴舞のソーラーシェアリングを見学

白
井
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
協
議
会

天
　
句
読
点
な
き
日
々
鵙も

ず

に
叱
咤
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
片
野
美
耶
子

地
　
花
の
名
を
言
い
当
て
な
が
ら
秋
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
齋
藤
順
子

人
　
星
月
夜
ロ
ー
ソ
ン
に
買
ふ
旅
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
大
屋
キ
ヌ

【
選
評
】　
天
　
減
り
張
り
の
な
い
怠
け
た
暮
ら
し
振
り
を
、

鵙
に
叱
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
衿
を
正
し
て
心
新
た
に
生
活
し

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
┇
　
地
　
秋
草
の
名
を
一
つ
一
つ
言
い
な

が
ら
、
山
路
を
行
く
楽
し
い
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。
一
歩
に
萩

の
花
、
三
歩
ゆ
き
女
郎
花
。
人
　
俳
歴
の
有
る
人
の
作
品
と

思
う
。
何
気
な
い
ロ
ー
ソ
ン
が
良
い
。
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の
形
現
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大
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朝
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の
藍
に
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ま
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ひ
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日
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雲
機
影
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な
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純

妻
を
連
れ
新
婚
以
来
の
蝶
ヶ
岳

木
々
の
か
な
た
に
同
じ
小
屋
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
石
田
精
一
郎

【
選
評
】　
蝶
ヶ
岳
は
北
ア
ル
プ
ス
の
山
。
山
頂
付
近
に
蝶
の

雪
形
が
現
れ
る
。
妻
を
伴
っ
て
の
新
婚
以
来
の
登
山
。「
同

じ
小
屋
」
に
過
ぎ
去
っ
た
時
が
蘇
え
る
。

や
う
や
く
に
暑
さ
を
さ
ま
り
苦
瓜
の

末
枯
れ
し
蔓
に
銀
蜻
蜓
と
ま
る
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の
上
　
蝦
名
幸
子

娘
宅
に
土
曜
日
泊
ま
れ
ば
日
曜
日
の

朝
婿
殿
が
茶
を
い
れ
く
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
関
根
千
浪

た
う
た
う
と
水
流
れ
落
ち
滝
つ
ぼ
は

い
か
に
深
き
か
藍
色
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
望
月
玲
子

神
宿
る
霧
島
の
山
夏
深
し

谷
間
に
白
く
噴
気
の
立
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
山
本
庸
雄

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住

所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は

本
名
も
）、
電
話
番
号
を
明
記
（
記

入
な
い
場
合
は
無
効
）
の
上
で
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持
参
、
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へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

実りの秋　昔ながらの手刈り作業
　実りの秋を迎えた9月12日、
下手賀沼周辺の水田で、普段お
目にかかれない稲の「手刈り作
業」が見られました。
　作業をしていたのは、平塚在
住の山澤清

きよかず

一さんと、平塚ライ
スセンター加盟の腕利きの奥様
方です。刈り取った稲は、伝統
的な「おだがけ」という、天日

干しを行います。こうすることに
より、稲の根の部分の栄養が先端
に落ち、太陽の光でお米が一層お
いしくなるとのこと。
　作業されていた皆さんは、真っ
すぐに伸びた稲を手際よく鎌で刈
り取り、農作業で心地よい汗を流
していました。　

「ゆるキャラグランプリ2013」に
エントリー　みんなで投票してネ

　少しでも多くの人に白井市を知ってもらい、地域
の活性化につながることを願って、市のキャラク
ターとして活躍している「なし坊・かおり」が、全
国のゆるキャラが人気を競う「ゆるキャラグランプ
リ2013」にエントリーしています。
　なし坊からのコメント『ボクは、平成7年生まれ
の元祖梨キャラ。後から生まれたほかの梨キャラ
たちもかわいいけれど、先輩としては負けたくない。

みんなの力をボクたちに。応援してネ。』
　投票は、11月8日㈮までです。投票方法は、ゆるキャラグラ
ンプリのホームページをご覧ください。携帯・スマートフォン
などは、右記のQRコードからアクセスしてください。
S　http://www.yurugp.jp/index.php 　問　企画政策課企画政
策班　内線3356

手際良く稲を刈り取ります

伝統的な「おだがけ」

QRコード


